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－人と企業の新しい流れ・東京のものづくり産業をリードする街を目指して－
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１.　都市再生ビジョンの目的・位置づけ

・「大崎駅周辺地域 都市再生緊急整備地域まちづくり連絡会」（平成１５年２月設立）では、大崎
駅周辺地域において、地域の魅力向上や開発促進を目指した将来像を示すとともに、公共施設等の
整備方針、地域全体の付加価値を高めるために必要な内容や重点的に取り組むべきテーマを示すこ
とにより、民間の創意工夫を活かした都市再生を戦略的に進めるため、「都市再生ビジョン」の策
定に向け検討を重ねて参りました。

・その結果、平成１５年８月に「中間のまとめ」をとりまとめ、その後、地元企業や町会・商店会等
へのヒアリングの実施、意見の集約・反映を行い、また、有識者の意見等を踏まえ、「都市再生ビ
ジョン」の取りまとめに至りました。

●都市再生ビジョンの目的

【ビジョンの目的】

・都市再生緊急整備地域の指定を契機として、大崎駅周辺地域の地権者や事業者、及び品川区は、これ
までに蓄積してきたまちづくりについての検討成果を踏まえつつ、将来市街地像を共有し、都市再生
に向けて一体的なまちづくりを戦略的に進めることにより,その実現を目指す。

・このため、都市再生に係わる諸制度を活用することを中心として、大崎駅周辺地域の魅力向上や開発
促進を目指した将来像を示し、公共施設等の整備に関する方針、地域全体の付加価値を高めるための
共有すべき内容や重点的に取り組むべきテーマを示すことにより、民間の創意工夫を活かした都市再
生を戦略的に進めることを目的として「都市再生ビジョン」を策定するものである。

【ビジョンの位置づけ】

①「都市再生ビジョン」は、公民パートナーシップによるまちづくりを進めていくため、大崎駅周辺地
域における開発事業予定者及び品川区等が、「まちづくり連絡会」を組織し、当該連絡会において意
見交換を行いながらまとめたものである。

②「都市再生ビジョン」は、都市再生に係る都市計画や事業を推進するために活用するものである。
③「都市再生ビジョン」は、現時点でまとめた「目標とする計画」であり、今後、継続して検討し、よ

り良いものにしていくものである。

●都市再生緊急整備地域　地域整備方針：大崎駅周辺地域

○ 目黒川沿川においては、水辺環境を
生かした都市開発事業を促進

○ 密集市街地の整備においては、従前
居住者の居住の確保や周辺市街地と
の都市環境の調和などに十分配慮し
た都市開発事業を促進

○ 地域の市街地像を共有化し、一体的
かつ総合的に都市開発事業を促進す
るための体制等を検討

・臨海副都心線の開通と埼京線の接続に
よるターミナル機能の強化を生か
し、大規模低未利用地の土地利用転
換や既成市街地の再構築により、東
京のものづくり産業をリードする新
産業・業務拠点を形成

・この際、魅力とにぎわいのある都市空
間を形成

○ 研究開発型産業を核とする業務・商
業・文化・交流・居住などの複合機
能を導入

○ 臨海副都心線の整備に併せた交通拠
点機能の強化

○ 臨海副都心線の整備により、拠点性
の向上とターミナル機能を充実

○ 大崎駅周辺における交通結節機能や
回遊性を高めるため、駅前広場機能
や歩行者ネットワークを充実・強化

○ その他、都市開発事業に関連した道
路整備により、地域内道路網を強化

【都市再生緊急整備地域の地域整備方針】
　　　　　　　　　　　　　　　：大崎駅周辺地域
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【都市再生ビジョンを活用したまちづくりの展開】

昭和57年に東京都の長期計画に副都心として位置づけられ、大崎ニューシティ（昭和62年竣工）を
はじめとする再開発の進展や目黒川の水質改善事業の実施、大崎駅東西自由通路の整備など大崎駅
周辺地域の開発・整備が進められてきました。都市再生ビジョンは、これらの取り組みを踏まえ、
更に魅力ある地域として発展することを目指しています。

地域の将来市街地像

都市再生に向けた戦略

【戦略１】：東京のものづくり産業を先導する拠点をつくる
【戦略２】：地域の連携を強化する都市基盤施設を整備する
【戦略３】：にぎわいのある個性的な都市空間をつくる
【戦略４】：目黒川を環境資源として活用する
【戦略５】：継続的に発展する体制をつくる

都市再生ビジョン

東京のものづくり産業をリードする拠点形成を担いつつ、多様
な人々が共に、住み、働き、学び、親しみ、楽しむ都市

①研究開発型産業などの集積が活かされ発展する街
 ②東京の南のターミナルゾーンとして多様な交流が育まれる街
 ③多様な人々が安心して住み、親しむ街
 ④次世代に継承する優れた環境づくりに取組む街
 ⑤多様な主体が協働して持続的な発展、維持管理に取組む街

都市再生推進事業等による
　　　　　関連公共施設の重点整備

民間都市開発事業を支える諸制度 ※

都市再生事業計画等の
実施に向けた行政計画への反映

既存制度の活用

【都市計画制度】
・地区計画（再開発等促進区）
・高度利用地区
・特定街区　など

【都市開発事業】
・市街地再開発事業
・土地区画整理事業　など

都市再生特別措置法【都市再生緊急整備地域内】

・都市計画提案制度
・都市再生特別地区
・期限を区切った都市計画決定
・公共施設の立替整備への無利子貸付
・事業立上がりの金融支援

民間の創意工夫を活かしたまちづくりの展開

地域のにぎわいの創出や魅力向上

＋

※戦略の実現に向け、既存の規制が制約となる場合、その規制を必要とする状況等に対し、適切な対応等を
　行うこととあわせ、その規制の緩和を所轄部局に求めていく。



●全体像：『東京のものづくり産業をリードする拠点形成を担いつつ、多様な人々が共に、住み、働き、学び、親しみ、楽しむ都市』

２.　地域の将来市街地像

将来市街地像の共有を図り、各地区の連携や協調により地域全体として魅力あるまちづくりを推進する

ため、次の２つの観点から将来市街地像を示す。

・地域全体を対象とした包括的な目標を示す「目標とする将来市街地像」
・具体の場所に即した機能配置、環境形成、景観のあり方のイメージを示す「ゾーン別の将来市街地」

●５つの目標 ●具体イメージ

 研究開発型産業などの集積が活かされ発展する街

 東京の南のターミナルゾーンとして多様な交流が育まれる街

 多様な人々が安心して住み、親しむ街

 次世代に継承する優れた環境づくりに取組む街

 多様な主体が協働して持続的な発展、維持管理に取組む街

（１） 目標とする将来市街地像

・かつて、目黒川に沿って、交通物流利便性、消費地近接性を活かした産業集積が進められ、現在においても、ものづくりに
関わる企業集積及び研究開発型産業の集積が高い地域である。

・これら、既存の企業集積及び立地優位性を活かしつつ、業務拠点の形成、先端技術の情報交流拠点の形成等を進め、東京の
ものづくり産業をリードするまちづくりを目指す。

・五反田、大崎、品川の山手線３駅が近接した稀少な地域であり、東京都心方面、臨海副都心方面など首都圏各地にアクセス
する鉄道のターミナルゾーンを形成する地域である。平成14年12月にはりんかい線大崎駅が開業し、品川駅の新幹線の乗入
れなどターミナル機能の強化が進められてきた。

・地域連携及び品川駅方面などへの交通アクセスの更なる強化を通して、これらターミナルゾーンに集まる多様な人々や周辺
市街地の居住者などが訪れ、多様な交流を育む街を目指す。

・これまで大崎駅周辺では、ゲートシティ大崎やオーバルコート大崎など、複合機能を備えたまちづくりが進められており、
今後も、職住近接型の都市の実現を目指し、働・住・学・遊など多様な都市生活に応える複合機能の導入を進める。

・あわせて、ユニバーサルデザインの考え方に基づくまちづくり、防災・防犯性を高めるまちづくりを推進し、人々が安心し
て住み、親しむ街を目指す。

・特に、まとまった規模の防災貯水施設や防災船着場機能の確保等とあわせ、再開発により地域内の密集市街地の解消が図ら
れると共に連坦した地区整備を通じて大規模な不燃空間が形成されることにより、地域全体として高い防災拠点性能を発揮
する街を目指す。

・東京湾が近く、自然的資源として目黒川が位置する地域であり、これまでも「大崎副都心における水辺空間を生かしたまち
づくり連絡会議」によって目黒川についての検討が重ねられてきたところである。

・また周辺の住宅市街地には緑地が点在しており、これらの目黒川をはじめとする自然的資源を活かしつつ、ヒートアイラン
ド現象の抑制などに取り組むなど環境に配慮したまちづくりを目指す。

・また、山手線南端に位置する優れた眺望性を活かして、全体として調和のとれた都市景観の形成を目指す。

・これまで大崎副都心の実現に向け、長年に渡り地元でのまちづくり活動が行われてきた地域である。また、複数の地区にお
いて再開発に向けた動きが見られる地域であり、これらの個々のまちづくり活動の連携を図ることで、地域連携、街区間連
携による地域全体の付加価値を高めることが可能な地域である。

・大崎駅周辺地域のまちづくり連絡会など、多様な主体が参加する検討や公民パートナーシップを通して、各主体の特性、ノ
ウハウを活かした総合的で持続的に発展するまちづくりを目指す。



：目黒川沿いのシンボル空間

：大崎駅周辺地域都市再生
　緊急整備地域（約６０ha）

品川駅

・大崎駅前では、交通結節機能と駅直結型のデッキネットワークが充実

し、交通利便性を生かした業務・商業機能が集積している。また、多様

な都市サービス機能が充実しており、多様な人々が交流するにぎわい

空間、駅前の顔空間が形成されている。

・東口では、多様なニーズに応える居住機能、地元の企業活動や

多様な就業ニーズに対応した業務機能及び地域産業などが、アメ

ニティ豊かな環境の中に調和し立地している。

・西口では、多様なニーズに応える居住機能を主体として、業務

機能や周辺市街地と調和した市街地が形成されている。

・通り沿いには、通りの特性に応じたヒューマンな街並みや賑わ

いがあり、地域での暮らしや活動を豊かにするオープンスペース

が街区を超えてネットワークされている。

・また、都市生活を豊かにする店舗、生活利便施設、コミュニ

ティ機能などが充実しており、周辺市街地の居住者も来訪する市

街地となっている。

＜駅前業務・商業集積ゾーン＞

＜複合市街地ゾーン＞

●地域イメージを代表するシン
ボルストリートが形成されてい
る

●百反通り沿いには低層建物等
によって連続する街並みや賑わ
い空間が形成されている

●地域の連携を高める軸

●ソニー通り沿い：
ソニー通り沿いには、多様な都
市サービス機能、沿道商業・業
務・SOHOなどが立地し連続する
賑わいが形成されている。

●超高層住宅群などにより大井

町方面や新幹線等からの視線に

配慮された都市景観が形成され

ている

都心
Ｎ

臨
海

●複数地区の連携等により、も

のづくり産業を活性化する機能

が集積している

：広場・緑地などのオープ
ンスペース、低層建物屋
上等によるオープン空間
など

：通り沿いの街並み形成・緑

：優れた眺望性をいかしつつ、遠景か
らの都市景観を形成する主な超高層
群（100ｍを大幅に超える高さ）

：大崎駅直結の歩行者動線

：地域のシンボルストリート

：目黒川沿いの景観形成

●目黒川沿い；
水辺を生かしたオープンスペー
スやプロムナード、賑わい施
設、個性的な橋などがあり地域
のシンボル空間となっている

●街区間連携や公共空間等を生

かしたメリハリのある空間構成

により、親水広場などアメニ

ティ豊かな環境が創出されてい

る。

●通り沿いには特性に応じた

ヒューマンな街並み、賑わい、

連続する木陰が形成されている

●超高層群などにより、都心方

面等からの視線に配慮された都

市景観が形成されている

●五反田駅周辺：
五反田駅前では、駅への快適な
歩行者動線があり、賑わい機能
と多様な都市サービス機能が充
実している。また、駅前の顔空
間が形成されている。

●品川方面からの来訪者も引き

寄せる魅力が形成されている

●複合市街地ゾーン：

多様なニーズに応える居住機能

や業務機能及び地域産業などが

アメニティ豊かな環境の中に調

和し立地している

（２） ゾーン別将来市街地像

・主に機能、環境、景観に注目した将来市街地像を示す。

・地域全体を機能の側面から、大崎駅前の交通利便性を生かした「駅前

業務・商業集積ゾーン」と業務機能や居住機能など多様な機能が調和

し立地する「複合市街地ゾーン」の2つのゾーンに大別し、その空間イ

メージを示すとともに、通り沿いや目黒川沿いなどの場所に即した具

体的なイメージを示す。

●駅前業務・商業ゾーン；

交通結節機能と駅直結型のデッ

キネットワークが充実、業務・

商業機能が集積している。駅前

の顔空間が形成されている

：駅前業務・商業集積
　ゾーン

：複合市街地ゾーン

：地域の連携を高める軸

：崖線の緑地等

●「大崎の森」と連続した「森

の緑」により潤いある空間が形

成され周辺市街地との調和が図

られている

●駅直結の歩行者動線と水辺を
活かした魅力ある空間や賑わい
が形成されている

●山手線、大井町方面などから
の視線に配慮された都市景観が
形成されている



３.　都市再生に向けた戦略

【戦略　１】：東京のものづくり産業を先導する拠点をつくる

ものづくり産業にとって当地域は、国内でも至便で優位性のある地域であり、羽田空港へのアク
セス利便性からワールドワイドな企業戦略において枢要な地域になりえる。
これらの立地優位性と日本の産業の心臓部を担うものづくり企業の集積を活かし、ポテンシャル
を最大限発揮できるよう諸機能の整備をはかる。

■他地域にはない企業のノウハウを活かし育成するため、大学との業務連携

等による「産学連携」を強力に進めるシステムの構築をめざす。また、

戦略3と合わせて地域に人を呼び込むしかけとして、展示機能、起業家支

援機能など企業の情報発信と交流の場などを創出し、企業の関係性の強

化と地域イメージの向上をはかる。

■企業体験等の教育カリキュラムへの積極的導入を図るなど地域と企業の連

携による将来の人材育成に向けた活動を始める。

■若者がクリエイティブにかつ元気な高齢者が快適に働けるよう、副都心に

ありながら水と緑にあふれた明るい環境を整備する。みどりや歩行者の

ネットワーク整備、ビル低層部のにぎわい施設の整備誘導によるヒュー

マンスケールな街づくり、「大崎の森」構想の実現、目黒川の活用など

を積極的に図る。

【戦略２】：地域の連携を強化する都市基盤施設を整備する

大崎駅周辺地域は、道路等の都市基盤施設が脆弱であり、再開発等に合わせた都市基盤施設の強
化が重要な課題となる。中でも、新幹線の品川駅停車や品川～羽田空港間のアクセス強化などに
合わせた交通広場など交通結節機能の強化が重要である。

■大崎駅西口地区の再開発により生み出す交通広場機能を強化し、駅東西連

絡通路と一体となった交通結節機能の強化を図る。

■大崎駅東口と西口をつなぐ歩行者デッキ整備や、バリアフリー化などを進

め、地域連携を高める歩行者ネットワークの充実を図る。

■東五反田地区の再開発に併せたソニー通りと山手通りを連絡する地域内の

地区幹線道路機能を強化する。また、関連する事業者間において協調的に

道路整備を行う。

■五反田駅周辺の都市活性化拠点の形成を進めるとともに、五反田駅と地域

の連携強化を図るために、五反田駅改造や歩行者動線など駅周辺のあり方

について検討する。

【戦略３】：地域全体で協調し、個性的な都市景観をつくる

これからの国内外を含めた都市間競争の時代を勝ち抜いていくためには、地域の魅力を向上させ
ることが重要である。誰もが大崎地域であることを認識できるような個性的な都市景観を形成
し、大崎の空間的なイメージを確立するとともに知名度向上を図る。

■地域全体が協調しながら良好な都市景観形成を進めていくため景観形成

に係る基本的な理念を地域で共有する。

■地域全体としての良好な都市景観形成に重要となる事項に基づいて、既

定のデザインガイドラインの充実・改訂を行う。

■各地区の開発にあたっては、上記をふまえた景観に関する考え方や方

針、具体的な内容などを計画する。

■地元協議会・まちづくり連絡会等と情報交換を行いながら、個別の開発

計画と地域全体としての景観形成の調和を図る。

【戦略４】：目黒川を環境資源として活用する

地球温暖化対策やヒートアイランド対策は、都市再生の重要なテーマであり、河川等の都市環
境インフラの再生が重要な課題に位置付けられている。大崎駅周辺地域では、この地域の特徴
的な立地特性を構成する目黒川を積極的に環境資源として活用することが重要である。

■目黒川を軸として、風の道確保やヒートアイランド現象緩和等に十分配慮

した街づくりを進める。

■目黒川に面したにぎわい施設の配置などを積極的に推進し、水に親しめる

街並みを形成する。また、親水護岸や広場、水に親しめる橋などの整備

により、川と触れ合う空間をつくる。

■地域全体で共通認識をもって環境配慮に取り組むため、指針となる「環境

配慮ガイドライン」を策定する。

■開発にあたっては,「環境配慮ガイドライン」を手引きとして活用し、

ヒートアイランド現象などの環境負荷を低減することに努め、地域のポ

テンシャルアップを図る。

【戦略５】：継続的に発展する体制をつくる

大崎駅周辺地域は、約60haに多数の開発地区があり、個々の開発地区が散在的かつ段階的に整
備されていくため、まちの開発から管理運営に至る様々な局面が将来にわたり同時期に現れる
こととなる。その際、地域全体の魅力を高めまちが持続的に発展するためには、個々の開発地
区の個性を活かしつつ今後求められる新たな機能を付加しながら全体としてのまちづくりを進
めていくことが重要となる。

■ 大崎駅周辺地域全体のまちづくりについて、都市再生ビジョンにもとづ
き関連機関との調整、景観コントロールなどを行うため、引き続き連絡
会において協議する。

■ まちの維持管理運営や地域活性化・イメージ向上につながる新たな機能
導入等にふさわしい組織を地元組織との連携を図りながら立ち上げ、運
営する。

将来市街地像の実現に向け、地域の付加価値を高め、より効果的に都市再生を推進するため、５つ
の重点戦略を設定する。



○ものづくり産業に関わる技術の集積
・近代ガラス製造の発祥地等明治期からのものづくり産業・技術の集積地であり、「工場の
街」として発展した「大崎」には、家電、機械、医療機器、製薬など技術力を活かした企
業が集積し、今日でも区部中心部の地域でありながら、事業所のうち製造業が４割近くも
占めている。

・エレクトロニクス、環境、医療、メディアなど技術開発系企業も多い。
・新規ベンチャー企業等と、古くからある大企業が混在している。
・同系統の業種が集積することで、先進性を持ったものづくりの集積地になっている。
・多くの企業が環境関連技術など多角化経営を進めている。
・直接生産部門は地区外移転が進み、本社機能、研究開発部門、ソフト部門が中心となりつ
つある。

・試作加工における高水準の技術を持つ企業が集積している。

○立地のポテンシャルが高い地域
・地域内の大崎駅、近接する五反田駅及び品川駅は、山手線等の交通結節点であり、都心の
みならず、関東各方面や関西などへの交通利便性にも優れている。

・羽田空港へのアクセス利便性から、海外への接点ともなりうる好立地である。

新山手住宅地

城南の産業技術集積

東北方面へ

東京

渋谷

新宿

さいたま方面へ

五反田

品川(東海道新幹線停車)

大井町

大崎
　国際研究交流大学村
　日本科学未来館
　国際産学官連携OSL
　(Open Space Laboratory)

大阪・九州方面へ

□付加価値の創造
・住、職、学、環境・健康などの機能の整備とそれらが連携した付加価値機能の創造

・投資家・企業・豊かさと安心感

・次世代技術活用
・高齢者＋若者
　人材育成

共有の付加価値

・回廊型オフィス
・デリバリー施設
・資産運用

・目黒川を軸とした散策空間
・メディカル・福祉サポート

・高度処理水・循環処理
・環境エネルギー施設
・農業との連携

・アプリケーション・ラボ
・都心型共同研究施設

次世代価値の創造

学環境・健康

住 職

□「大崎」の持つ潜在価値

【戦略１】：
東京のものづくり産業を
  先導する拠点をつくる

ものづくり産業にとって当地域は、国内で
も至便で優位性のある地域であり、羽田空
港へのアクセス利便性からワールドワイド
な企業戦略において枢要な地域になりえ
る。

これらの立地優位性と日本の産業の心臓部
を担うものづくり企業の集積を活かし、ポ
テンシャルを最大限発揮できるよう諸機能
の整備をはかる。

■他地域にはない企業のノウハウを活かし
育成するため、大学との業務連携等によ
る「産学連携」を強力に進めるシステム
の構築をめざす。また、戦略3と合わせ
て地域に人を呼び込むしかけとして、展
示機能、起業家支援機能など企業の情報
発信と交流の場などを創出し、企業の関
係性の強化と地域イメージの向上をはか
る。

■企業体験等の教育カリキュラムへの積極
的導入を図るなど地域と企業の連携によ
る将来の人材育成に向けた活動を始め
る。

■若者がクリエイティブにかつ元気な高齢
者が快適に働けるよう、副都心にありな
がら水と緑にあふれた明るい環境を整備
する。みどりや歩行者のネットワーク整
備、ビル低層部のにぎわい施設の整備誘
導によるヒューマンスケールな街づく
り、「大崎の森」構想の実現、目黒川の
活用などを積極的に図る。

課題

・付加価値を創造するための連携・協調・支援
・導入機能等の維持管理の仕組みづくり

□次世代価値の創造のための導入機能イメージ

□次世代価値を創造し、東京のものづくり産業をリードする

①交流・連携を進める環境
○交流機能
・(個室付)レストラン、カフェ
・レンタル会議室
・共同プレゼンテーションルーム
・アプリケーション・ラボ
・ホテル　等
②次世代を担う人材を育成する環境
○産学連携機能
・大学
・共同研究施設　等
③情報の受発信がたやすい環境
○起業家支援機能
・レンタルオフィス
・メディアセンター
・都市型研究開発施設　等

○情報発信機能、展示機能
・ショールーム
・新産業技術体験施設　等
　（映音像関連）
・地域ポータルサイト
④アメニティ形成
○アメニティ機能
・公園、オープンスペース
・レストラン、カフェ、バー
・スポーツクラブ　等
⑤ユニバーサルな環境整備
○子育て支援
・保育所
○高齢者対応
・オープン・ホスピタル
・メディカルモール

製造業

３７％

非製造業

３１％

サービス業

３２％

＊産業構成(事業所数ベース) ＊大崎の立地

【内訳】
　化学
　電気機械器具
　金属製品
　輸送機械器具

２３％
２０％
１５％
１１％

【内訳】
　不動産
　卸売
　建設
　運輸

２３％
２３％
２１％
１７％

○ものづくり産業の集積を活用し、さらに地域の技術ネットワーク化を図る

基礎技術を含めたものづくりの集積を活かし、

①大企業や中小企業の間、あるいは地区内企業、地区外企業で連携をする接点
②独自技術や、得意分野を生かすことができる場
③技術開発にとって、市場機能と技術情報が得やすい場

として有効に機能できるよう、以下の施設やサービス等を付加していく。

・自らが持つ代わりに、地域で共用できる施設の整備（アプリケーションラボ、ショールーム
など、共有ファシリティ、交流施設）

・企業情報の発信　ビジネス支援図書館との連携
・産業支援型ＮＰＯとの連携等、ソフト面での支援実施

○産業の育成環境を充実することにより、常に時代をリードする場としてあり続ける

起業する場、企業が進化する場として、次世代を担う人材が参加できる環境を形成していく。

・創業支援、人材育成のためのサポート機能の充実
・大学との連携、共同研究施設等整備

○住、職、環境、健康などの機能の整備と連携したまちの付加価値の創造

まちの付加価値を高め、質の高い環境を整えることにより、地区内の産業活性化及び、地区外
からのものづくり産業の参入・連携の促進に寄与する。
・企業のまちづくり参加推進
・アメニティ豊かな都市環境の形成
・女性の社会進出に合わせたバックアップ・サポート
・多様なニーズに応える就業環境の形成

横浜方面へ

＊これらの実現にあたっては、ソフト施策に関する国や都の制度活用なども図ることとする。



【戦略２】：
地域の連携を強化する
都市基盤施設を整備する

大崎駅周辺地域は、道路等の都市基盤
施設が脆弱であり、再開発等に合わせ
た都市基盤施設の強化が重要な課題と
なる。中でも、新幹線の品川駅停車や
品川～羽田空港間のアクセス強化など
に合わせた交通広場など交通結節機能
の強化が重要である。

■大崎駅西口地区の再開発により生み
出す交通広場機能を強化し、駅東西
連絡通路と一体となった交通結節機
能の強化を図る。

■大崎駅東口と西口をつなぐ歩行者
デッキ整備や、バリアフリー化など
を進め、地域連携を高める歩行者
ネットワークの充実を図る。

■東五反田地区の再開発に併せたソ
ニー通りと山手通りを連絡する地域
内の地区幹線道路機能を強化する。
また、関連する事業者間において協
調的に道路整備を行う。

■五反田駅周辺の都市活性化拠点の形
成を進めるとともに、五反田駅と地
域の連携強化を図るために、五反田
駅改造や歩行者動線など駅周辺のあ
り方について検討する。

課題

・公民パートナーシップによる都市基盤施設整
備の推進

・鉄道、河川、道路関係者の協力要請
・関係者による計画の共有と協調的整備
　(統一的な壁面線の指定、河川沿いの歩行者

空間整備等)
・都市高速道路中央環状品川線へのアクセス性

向上
・大崎駅東西の連絡を強化するための線路下横

断新設道路等の整備に向けた長期的取り組み

都市計画道路(完成・概成）
都市計画道路(事業中）
都市計画道路(未着手）

中央環状品川線

補163

環4

大崎駅周辺地域

都市高速道路中央環状品川線
(都市計画手続き中）

・都市高速道路中央環状品川線、環状４号線、補助163号線等の
計画、構想の実現によってさらに交通アクセス性は高まる。

五反田出口

五反田入口

□将来の広域的な道路ネットワーク

西口地区 東口地区

交通広場の
　拡充・強化

凡　例

水平動線

垂直動線

補
助
１
６
３
号

環
状
６
号
線

地
区
幹
線

デッキ広場駅東西連絡デッキ

□大崎駅周辺の機能的な交通広場と歩行者ネットワークの整備（概念図）

・整備済みの地区幹線道路の例

大崎駅

２
号

小中一貫校
計画

東邦地所

２号

４
号

千代田
グラビヤ

大崎駅西口中地区



個別開発計画において各地区ごとの景観に
関する考え方や方針、具体的な内容を明示

地元協議会・まちづくり連絡会等

【戦略３】：
地域全体で協調し、
個性的な都市景観をつくる

課題

・街並み景観づくり制度の活用検討

□都市景観形成の基本理念

・百反通り沿いでは、低層建物等によって連続する街並みや賑
わいを形成する。

・地区幹線道路沿いでは、通りの特性に応じたヒューマンな街
並みや賑わい、連続する木陰を形成する。

・地域イメージを代表するシンボルストリートを形成する。
・街区間連携や公共空間等を生かしたメリハリのある空間構成
により、親水広場などアメニティ豊かな環境を創出する。

・街区間の連携により、回遊性を創出するオープンスペース
ネットワークを形成する。

　
・駅周辺の川沿いでは駅直結の歩行者動線と水辺を生かした魅
力ある空間や賑わいづくりを進める。

・水辺を生かした広場、プロムナード、オープンスペース、賑
わい施設、個性的な橋の整備や夜景の演出及びイベントなど
の実施を進め、多様な人々が集う地域のシンボルとなる空間
づくりを行う。

 大崎駅前

・交通広場と沿道の開発地区が一体となった賑わいを形成する

五反田駅前

・駅前歩行者空間・アクセスの充実を図る
・地域情報の発信の場としての駅前づくりを進める
・地域イメージを高める駅前街並みづくりを進める

これからの国内外を含めた都市間競争の
時代を勝ち抜いていくためには、地域の
魅力を向上させることが重要である。誰
もが大崎地域であることを認識できるよ
うな個性的な都市景観を形成し、大崎の
空間的なイメージを確立するとともに知
名度向上を図る。

■地域全体が協調しながら良好な都市景
観形成を進めていくため景観形成に係
る基本的な理念を地域で共有する。

■地域全体としての良好な都市景観形成
に重要となる事項に基づいて、既定の
デザインガイドラインの充実・改訂を
行う。

■各地区の開発にあたっては、上記をふ
まえた景観に関する考え方や方針、具
体的な内容などを計画する。

■地元協議会・まちづくり連絡会等と情
報交換を行いながら、個別の開発計画
と地域全体としての景観形成の調和を
図る。

●各地区が協力、協調し「歩きたい」、「住みたい」、「働きたい」まちづくりを推進します。

●各地区では敷地内だけでなく地域全体の景観形成に配慮した開発建築計画を検討します。

●各地区が協調して歩いて楽しい豊かな外部空間を創り、地域全体としての付加価値を
　高めるように努めます。

●連絡会や協議会等を活用して地域全体としての景観について充分に「情報交換」
　を行い地域全体の景観形成を誘導します。

①通りの街並みづくり

　東五反田地区の地区幹線道路沿道や西口地区の百反

通り沿道では、複数の地区が協調して、通りを基本

に連続性とにぎわいのある街並みを形成します。

また、街区間の連携によりオープンスペースのネッ

トワークを形成します。

▼ＧＬ＋１００Ｍ

□品川方面から見た計画建物のシルエット

②目黒川沿いの風景づくり

　目黒川沿いでは、河川に顔を向けた街並みを誘導
し、歩いて楽しい街並みを形成します。

③駅前の顔づくり

　大崎駅周辺では東西の賑わいの連続を意識し、東口
では、大崎駅から目黒川を越える直結動線の整備、
西口では、新たに整備される交通広場を通じて、周
辺の開発地区が一体的に賑わいを形成できるよう
「駅前の顔づくり」を進めます。

　また、五反田駅についても地域の玄関口にふさわし
い街並みの形成を図ります。

④地域の視認性を高める都市景観の形成

　都心方面、大井町方面、交通幹線からの視線などに
配慮し、地域の視認性を高め、大崎副都心のイメー
ジアップを図る都市景観を形成します。

□目黒川の整備イメージ

□低層の街並みイメージ

□景観形成の取り組み

情報交換・調整

・超高層群の連携などにより、大井町方面や都心方面等からの
遠景の視線に配慮した都市景観の形成をはかる。

・環状6号線、桜田通り、ソニー通り、山手線、新幹線など交
通幹線からの視線に配慮した都市景観の形成をはかる。

・山手線南端の立地で得られる都心方面や富士山方面への優れ
た眺望性を活かす空間づくりを進める。

□地域の景観形成に重要となる事項

●ゾーン別将来市街地像　実現に向けた取り組み

←（充実・改訂）

　
地域の付加価値を高める

　都市景観の創出・街並みの形成



●「大崎駅周辺地域における環境配慮の目標

大崎駅周辺地区に

 「心地よい涼しい夏の夜」を取り戻す。

まち全体でヒートアイランド対策を効果的に推進するこ

とにより、環境負荷を低減させ、地球環境保全に寄与す

るとともに、まちに住まう人々、働く人々に快適で潤い

のある空間を提供する。

＊基本方針
①立地特性を活かし地域内を通り抜ける「風の道」を確保す

るとともに、被覆表面の温度を下げるよう、６０ha全体で

協調開発を展開する

②建築物から排出される人工排熱を抑制するなど個別開発等

における取り組みを推進する

③６０ha全体で調和のとれた機能配置等を実現し、働・住・

遊・学が複合したコンパクトな都市づくりを進め、広域的

な視点からの環境負荷軽減に貢献する

【戦略４】：
目黒川を環境資源として
　　　　　　　　活用する

□目黒川を軸とした水と緑と風のネットワーク □環境配慮ガイドラインの考え方

□環境形成への配慮

地球温暖化対策やヒートアイランド対策
は、都市再生の重要なテーマであり、河
川等の都市環境インフラの再生が重要な
課題に位置付けられている。

大崎駅周辺地域では、この地域の特徴的
な立地特性を構成する目黒川を積極的に
環境資源として活用することが重要であ
る。

■目黒川を軸として、風の道確保やヒー
トアイランド現象緩和等に十分配慮し
た街づくりを進める。

■目黒川に面したにぎわい施設の配置な
どを積極的に推進し、水に親しめる街
並みを形成する。また、親水護岸や広
場、水に親しめる橋などの整備によ
り、川と触れ合う空間をつくる。

■地域全体で共通認識をもって環境配慮
に取り組むため、指針となる「環境配
慮ガイドライン」を策定する。

■開発にあたっては,「環境配慮ガイド
ライン」を手引きとして活用し、ヒー
トアイランド現象などの環境負荷を低
減することに努め、地域のポテンシャ
ルアップを図る。

課題

・長期的な目黒川の水質浄化に向けた取り組み
・河川と沿川再開発との協調的整備の推進、河

川関係者への協力要請
・環境への取り組みの周知と協力要請
・環境配慮の推進に対する適切な評価

護岸緑化

風の通り抜け

通り沿いの緑

緑地

川沿いのみどりの拡大（桜並木）

●「環境配慮ガイドライン」の位置づけ

・品川区環境計画に基づくヒートアイランド対策モデル
地区としての位置づけや都市再生ビジョンを踏まえ、
ヒートアイランド現象緩和のための自主ルールとして
作成

・地区内開発事業者が共通認識を持って、環境配慮に取
組むための指針

●「環境配慮ガイドライン」の基本的な考え方

・６０ha全体に及ぶ環境配慮を行うことで通常と変わら

ぬ努力で最大の効果を生むものとする。

・立地特性、特に目黒川を環境要素として最大限に活か

す。（風の道としての活用、親水空間確保など）

●運用等に関する特徴

○環境配慮されたまちのイメージ

大崎の森

目黒川でのイベント

・水質改善のための再生水放流　（ウォーターカーテン等）

□特徴的な橋梁デザイン

○目黒川における風の道の確保

水：親水空間
・目黒川を軸とした親水空間を設

け、大崎の環境要素を人々の
憩いの場としても活用する

緑：通り沿いの緑
・目黒川からの街区内に効果的に

風を取り込むために、街路沿
いに緑化をする

緑：隣接敷地との
　　　　　　まとまった緑
・隣接敷地と協調しながらまと

まった緑を確保し、クールス
ポットを形成することによ
り、快適な空間を生み出す

風：風の道の確保
・川からの風を取り込むため、建

築物の配置を現状街路にあわ
せて川上に向かって逆ハの字
にする

土：保水性の舗装
・保水性の舗装をすることによ

り、地表面の温度を下げ、
ヒートアイランド現象を緩和
する

●スケジュール（予定）

・２００４年度ガイドライン作成
・２００５年度ガイドラインに基づく取り組み本格実施

：広場・緑地などのオープン
スペース、低層建物屋上等
によるオープン空間など

：通り沿いの街並み形成・緑

：崖線の緑地等

：風の道に配慮

環境配慮ガイドライン

＊立地特性を考慮した重点配慮項目の設定
＊取り組み状況のチェックリスト
＊最新の環境配慮技術マニュアル

・個別地区の開発にあたって、手引きとして活用
・まちづくり連絡会、またはまちの管理運営組織が実施
推進、評価状況の把握等を実施



【戦略５】：
継続的に発展するための
体制をつくる

大崎駅周辺地域は、約60haに多数の開
発地区があり、個々の開発地区が散在
的かつ段階的に整備されていくため、
まちの開発から管理運営に至る様々な
局面が将来にわたり同時期に現れるこ
ととなる。その際、地域全体の魅力を
高め、まちが持続的に発展するために
は、個々の開発地区の個性を活かしつ
つ今後求められる新たな機能を付加し
ながら全体としてのまちづくりを進め
ていくことが重要となる。

■大崎駅周辺地域全体のまちづくりに
ついて、都市再生ビジョンにもとづ
き関連機関との調整、景観コント
ロールなどを行うため、引き続き連
絡会において協議する。

■まちの維持管理運営や地域活性化・
イメージ向上につながる新たな機能
導入等にふさわしい組織を地元組織
との連携を図りながら立ち上げ、運
営する。

課題

・新たな機能を担う組織の検討・立ち上げ
・安定、継続した組織運営のための資金・収入

源の確保

既存のまちづくりに係る組織や団体と連携し、
新たに街の運営機能を組織化

大崎駅周辺地域　都市再生緊急整備地域
まちづくり連絡会

●まちづくり連絡会に求められる機能

【計画立案】

都市再生ビジョンの更新、見直し
連携して取り組むプロジェクトの企画立案
調査、研究、ベンチマークの提示

【計画調整】

関連機関、地元相互間の計画調整、
まちづくり事業調整、景観コントロール

【仕組みづくり】

各種ルール、ガイドライン、役割分担

【情報発信】

まちづくりについての情報発信、地元相互
間の情報交換
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・五反田駅

・目黒川

・品川駅

●会員一覧（順不同）

品川区助役

東五反田二丁目第2地区市街地再開発準備組合

北品川五丁目第1地区市街地再開発準備組合

東洋製罐株式会社

株式会社　明電舎　

ソニー株式会社

大崎駅西口中地区再開発準備組合

大崎駅西口南地区再開発準備組合

株式会社 千代田グラビヤ 　

大崎駅東口第３地区市街地再開発組合

東京都都市整備局

品川区まちづくり事業部

独立行政法人 都市再生機構

三井不動産株式会社

会 長

会 員


